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６
月
に
行
わ

れ
た
杉
並
区
長

選
は
、
野
党
の

推
薦
を
受
け
た

新
人
が
、自
民
・

公
明
に
推
さ
れ
た
現
職
を

１
８
７
票
差
で
破
り
ま
し

た
。
同
じ
日
に
行
わ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
国
民
議
会
選
挙

は
、
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
を

支
え
る
中
道
与
党
連
合
が
、

野
党
勢
力
の
伸
長
で
大
き

く
議
席
を
減
ら
し
ま
し
た
。

２
つ
の
選
挙
に
共
通
す
る

の
は
現
状
の
政
治
へ
の
不

満
が
あ
り
ま
す
▽
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
を
機
に
ガ
ソ
リ

ン
価
格
が
１
㍑
当
た
り

１
７
０
円
前
後
で
高
止
ま

り
し
て
い
ま
す
。
円
高
を

背
景
に
輸
入
品
も
大
幅
に

値
上
が
り
し
、
小
麦
は
前

年
同
月
比
で
15
・
４
％
、
砂

糖
は
６
・
４
％
、
食
用
油
に

い
た
っ
て
は
な
ん
と
36
・

２
％
も
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
。
政
府
の
物
価
対
策

は
失
敗
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
▽
５

月
の
物
価
は
前
年
同
月
比

２
・
１
％
上
昇
し
て
い
ま
す

が
、
４
月
の
実
質
賃
金
は

１
・
７
％
減
、
年
金
は
４
月

か
ら
０
・
４
％
減
額
さ
れ
ま

し
た
。
国
民
に
と
っ
て
、

収
入
が
減
っ
て
支
出
が
増

え
る
の
で
す
か
ら
、
同
じ

物
を
買
っ
た
と
し
て
も
生

活
が
苦
し
く
な
る
の
は
当

然
で
す
▽
こ
の
機
関
紙
が

お
手
元
に
届
く
頃
に
は
参

議
院
選
挙
が
終
わ
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
群
馬
県
で

は
前
回
前
々
回
と
も
に
自

民
党
が
圧
勝
、
衆
議
院
も

５
議
席
全
て
が
自
民
党
で

す
。
政
治
は
私
た
ち
の
日
々

の
生
活
と
強
く
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
目
の
前
の
生

活
が
自
分
の
望
む
も
の
な

ら
与
党
を
支
持
す
る
、
そ

う
で
な
い
な
ら
違
う
党
・

人
を
選
択
す
る
。
当
た
り

前
の
政
治
参
加
が
今
回
こ

そ
は
機
能
し
た
と
期
待
し

た
い
が
…
。
さ
て
結
果
は

如
何
に
？	

（
走
）

－はるな生協の現況－
（2022年６月27日現在）

組合員数	 20,028人
出資総額	 427,918,700円
一人平均出資額	 21,366円

電話 027（323）2762 ７ 月 号

　
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
長
く
つ
ら
い
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

今
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
見
つ
け
ら
れ
る
総
会
に
」（
開
会
あ
い
さ
つ
根

岸
尚
代
常
任
理
事
）

　

６
月
18
日
、
第
70
回
通
常
総
代
会
が
高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
た
ま

ご
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
支
部
総
代
の
参
加
人
数
と
時
間
を
短
縮
し
て
行
わ
れ
た
総
会
で
は
、

議
案
提
案
と
質
疑
（
４
人
の
発
言
）
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
の

第
１
回
理
事
会
で
専
務
理
事
が
交
替
と
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

人
の
命
の
大
切
さ

事
業
利
用
を訴

え
る

出席した総代のみなさん

あいさつをする鈴木隆理事長

報
告
を
す
る
関
宏
特
定
監
事

議
案
の
説
明
を
す
る

関
沼
光
好
専
務
理
事

は
る
な
生
活

協
同
組
合

第
70
回
通
常
総
代
会
ひ
ら
く

生
協
の
力
、今
で
き
る
こ
と
は
何
か

　

総
代
会
は
根
岸
常
任
理
事

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
山

田
千
枝
総
代
（
江
木
支
部
）

　

鈴
木
隆
理
事
長
に
よ
る
生

協
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、
コ

　

関
宏
特
定
監
事
よ
り
、
監

査
報
告
は
行
わ
れ
、
生
協

の
監
事
の
監
査
に
あ
た
り
、

日
々
学
習
を
取
り
入
れ
監
査

を
行
っ
て
い
る
、

　

法
令
違
反
は
な
く
、
よ
く

理
事
の
役
割
を
果
た
し
運
営

さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

　

つ
づ
い
て
関
沼
光
好
専

務
理
事
よ
り
、
２
０
２
１

ロ
ナ
禍
の
マ
ス
ク
事
情
、
病

院
の
経
営
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

近
く
迫
っ
た
参
議
院
選
挙

で
は
、
私
た
ち
が
収
め
た
税

金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か

に
注
目
す
る
事
。
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
戦

争
に
触
れ
て
、
始
ま
っ
て
し

ま
う
止
め
ら
れ
な
い
。
一
番

大
切
な
こ
と
は
人
の
命
、
そ

こ
に
ど
れ
だ
け
思
い
を
寄
せ

ら
れ
る
の
か
。

伊
藤
敦
博
総
代（
塚
沢
支
部
）

が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
を

進
行
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
ご

尊
父
の
介

護
に
あ
た

り
、
看
護
小

規
模
多
機
能

つ
む
ぎ
を
利

用
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
り

な
が
ら
自
宅

に
帰
り
、
家

族
と
過
ご
し

看
取
る
こ
と

が
で
き
た
と

話
さ
れ
ま
し

た
。

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
、

２
０
２
２
年
度
事
業
方
針
及

び
予
算
案
、役
員
選
任
議
案
、

２
０
２
２
年
度
役
員
報
酬
の

４
件
の
議
案
に
つ
い
て
一
括

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
２
０
２
１
年
度
は

回
復
を
目
指
し
た
が
86
％
の

到
達
だ
っ
た
。

　

今
回
で
４
回
目
と
な
る

住
所
不
明
組
合
員
の
み
な

し
脱
退
で
は
、
３
１
５
人
、

３
１
４
万
６
千
円
で
し
た
。

　

介
護
事
業
で
関
沼
専
務
は

「
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
住
ま

い
や
職
を
失
う
方
も
い
る
。

生
協
の
無
料
定
額
診
療
事

業
、
生
活
困
窮
者
支
援
も
継

続
し
て
い
る
、
９
条
改
憲
の

動
き
に
、
そ
れ
を
防
ぐ
活
動

も
継
続
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

医
療
事
業
で
は
、２
０
２
０

年
度
に
大
幅
な
利
用
者
減

は
、
ほ
ほ
え
み
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
減
少
、
病
児
病

後
児
保
育
は
利
用
者
の
回
復

が
遅
れ
て
い
ま
す
。
看
護
小

規
模
多
機
能
つ
む
ぎ
で
は
、

登
録
者
は
増
え
る
が
看
取

り
、
施
設
入
居
が
多
く
利
用

が
減
っ
て
い
ま
す
。
看
護
小

規
模
多
機
能
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
満
足
度
は
高
い
が

知
名
度
が
低
い
事
が
課
題
で

す
。
そ
の
他
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
補
助
金
は
、
年
々
少
な

く
な
っ
て
い
る
事
、
利
用
状

況
の
改
善
が
は
か
れ
な
い
た

め
に
赤
字
幅
が
広
が
っ
て
い

る
事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
２
０
２
２
年
度
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
な
く
新
し
い
局
面
を
迎
え

て
い
る
。
第
一
に
は
、
事
業

の
利
用
者
増
を
目
指
す
。
ま

た
、
先
送
り
し
た
創
立
70
年

記
念
行
事
を
様
子
を
見
な
が

ら
検
討
へ
入
り
た
い
。
今
年

も
ぐ
ん
ま
ま
る
ご
と
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
参
加
を
お

願
い
し
た
い
」
な
ど
が
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
に
つ
い
て
候
補

者
は
28
人
、
監
事
は
５
人
、

女
性
比
率
は
25
％
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

役職名 氏　名 区　分

代表理事　理 事 長 鈴木　　隆 再　任 常　勤
　　　　　副理事長 関沼　光好 新　任 〃
代表理事　専務理事 酒井　　潤 〃 〃

理　　事 木村よし枝 再　任 非常勤
〃 黒沢かほる 〃 〃
〃 大野　　清 〃 〃
〃 長谷川　彰 〃 常　勤
〃 飯野　純一 〃 非常勤
〃 平　　　洋 〃 常　勤
〃 佐藤久美子 〃 〃
〃 小笠原真明 〃 非常勤
〃 山田　幸弘 〃 〃
〃 佐藤　恒夫 〃 〃
〃 鈴木　明夫 〃 〃
〃 吉田寿美子 〃 〃
〃 間々田勝則 〃 常　勤

小林　正則 〃 〃

第70期　新役員
役職名 氏　名 区　分

理　　事 丸山　一世 再　任 非常勤
〃 佐藤　満幸 〃 〃
〃 石島　正味 〃 〃
〃 髙橋　賢二 〃 〃
〃 田嶋　孝男 〃 〃
〃 山田　秀一 〃 〃
〃 兼谷　敏子 新　任 〃
〃 松本　博明 〃 〃
〃 和田　敏明 〃 〃
〃 田中もとみ 〃 常　勤
〃 横澤　直人 〃 〃

監　　事 関　　　宏 再　任 非常勤
〃 岸　　竹人 〃 〃
〃 平井　敏久 〃 〃
〃 清水　克好 〃 〃
〃 田島　　仁 〃 〃

質
疑
応
答

田
口
正
美
総
代（
塚
沢
支
部
）

み
な
し
脱
退
処
理
に
つ
い

て
、
ま
た
支
部
援
助
金
に
つ

い
て
。

齋
藤
有
功
総
代（
矢
中
支
部
）

緑
十
字
配
布
に
つ
い
て
、

定
期
的
に
配
布
者
情
報
提
供

し
て
ほ
し
い
。

接
遇
改
善
の
た
め
の
あ
い

さ
つ
運
動
に
つ
い
て
。

有
留
益
子
総
代（
第
５
支
部
）

「
看
多
機
つ
む
ぎ
」
が
何

な
の
か
分
か
ら
な
い
。
は
る

な
生
協
の
介
護
施
設
の
説
明

と
宣
伝
に
つ
い
て
。

清
水
勝
美
総
代（
佐
野
支
部
）

緑
十
字
の
配
布
に
つ
い
て
。

４
本
の
質
疑
応
答
が
さ
れ

た
。議

案
は
全
て
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
代
会
後
に
２
０
２
１
年

年
間
仲
間
増
や
し
目
標
、
出

資
金
増
や
し
目
標
を
達
成
し

た
支
部
職
場
が
紹
介
さ
れ
顕

彰
金
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

70
期
第
１
回
理
事
会
が
開

催
さ
れ
役
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

①
仲
間
増
や
し
達
成

塚
沢
支
部

第
１
支
部

病
院
デ
イ
ケ
ア

看
護
小
規
模
多
機
能

つ
む
ぎ

健
診
室

②
出
資
金
増
や
し
達
成

第
３
支
部

塚
沢
支
部

六
郷
支
部

倉
賀
野
支
部

高
南
支
部

矢
中
支
部

中
居
第
一
支
部

中
居
第
二
支
部

江
木
支
部

高
関
支
部

片
岡
・
八
千
代
支
部

群
馬
町
支
部

玉
村
支
部

病
院
デ
イ
ケ
ア

看
護
小
規
模
多
機
能

つ
む
ぎ

医
事
課

通
町
診
療
所

組
合
員
活
動
部

年
間
目
標
達
成
支
部
職
場
紹
介

２
０
２
１
年
度

第
70
回
通
常
総
代
会
で
は
、
役
員
改
選
に
あ

た
り
理
事
５
人
が
交
代
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
１
回
理
事
会
で
は
専
務
理
事
が
交

替
し
ま
し
た
。

退
任
理
事
は
、

根
岸
尚
代
常
任
理
事
（
中
居
第
一
支
部
）

兼
谷
清
理
事
（
藤
岡
支
部
）

生
方
み
さ
代
理
事
（
高
南
支
部
）

松
原
和
夫
常
任
理
事
（
職
員
支
部
）

以
上
で
す
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

酒井　潤
専務理事

兼谷敏子理事
（藤岡支部）

10
年
間
、
健
康
づ
く
り
委

員
と
し
て
組
合
員
さ
ん
と
ご

一
緒
に
筋
ト
レ
体
操
や
、
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
活
動

に
参
加
。「
心
と
身
体
と
健

康
づ
く
り
」
地
域
に
拡
げ
ま

し
ょ
う
。

新
し
く
専
務
理
事
に
な
り

ま
し
た
酒
井
潤
で
す
。

松本博明理事
（高南支部）

理
事
会
に
先
立
ち
送
ら
れ

て
き
た
議
事
の
多
さ
に
び
っ

く
り
。
そ
し
て
理
事
会
で
は

一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
論
議
し

て
い
ま
し
た
。
改
め
て
理
事

と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

田中もとみ
常任理事

新
し
く
理
事
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
田
中
も
と
み
と
申
し

ま
す
。
６
月
よ
り
病
院
事
務

長
に
着
任
し
て
お
り
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

和田敏明理事
（中居第一支部）

理
事
に
任
命
さ
れ
、
心
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
実
現
で
き
る

よ
う
な
社
会
を
創
っ
て
い

く
、
一
滴
の
し
ず
く
に
な
れ

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横澤直人
常任理事

は
る
な
生
協
の
最
高
議
決

機
関
の
一
員
と
な
る
こ
と

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
い
ま
す
。
定
年
ま
で
数
年

で
す
が
、
は
る
な
生
協
の
発

展
に
貢
献
で
き
れ
ば
本
望
で

す
。

変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中
で

求
め
ら
れ
る
生
協
の
か
た
ち

を
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
班
会
な
ど
に
も

積
極
的
に
参
加
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最

近
山
登
り
を
始
め
ま
し
た
。

質問する有留総代 質問する田口総代
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□高崎中央病院  TEL 027（323）2665　　□通町診療所  TEL 027（322）6534　　□はるな生協歯科診療所  TEL 027（388）0022

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

　

昨
年
よ
り
行
っ
て
い
る
小

児
へ
の
取
り
組
み
。
第
１
弾

「
必
要
と
し
て
い
る
子
供
に

文
房
具
を
贈
ろ
う
！
」、
第

２
弾
「
新
入
学
応
援
グ
ッ

ズ
」。

　

ご
協
力
頂
い
た
組
合
員
の

み
な
さ
ん
、
生
協
の
事
業
所

利
用
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
３
弾
と
し
て
、
今
回
は

「
絵
本
を
贈
ろ
う
！
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
小
児
科
の

鈴
木
隆
先
生
が
出
版
社
フ

レ
ー
ベ
ル
館
か
ら
絵
本
の
寄

付
を
受
け
た
こ
と
で
し
た
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
ウ
ォ
ー

リ
ー
を
探
せ
、
モ
ル
カ
ー
な

ど
、
懐
か
し
い
の
か
ら
新
し

い
キ
ャ
ラ
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

　

今
回
も
、
は
る
な
生
協
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
目

的
で
、
本
と
一
緒
に
は
る
な

生
協
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
ア

ン
ケ
ー
ト
を
同
封
し
て
い
ま

す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は

「
お
子
さ
ま
の
急
な
病
気
や

ケ
ガ
の
と
き
、
困
る
こ
と
、

あ
っ
た
ら
い
い
こ
と
」で
す
。

「〝
病
児
保
育
の
び
の
び
〞
を

ご
存
知
で
す
か
？
」
と
い
う

項
目
も
設
け
、
の
び
の
び
を

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
意
見
か
ら
、
は
る
な
生
協

の
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
、

新
し
い
取
り
組
み
に
つ
な
が

れ
ば
い
い
な
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｈ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
17
項
目

の
学
習
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

歯
科
診
療
所
は
現
在
、
歯

科
医
師
６
人
、
歯
科
衛
生
士

10
人
、
歯
科
助
手
３
人
、
サ

プ
ラ
イ
１
人
、
事
務
４
人
、

運
転
手
１
人
で
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
女
性

研
修
医
を
半
年
間
受
け
入

れ
、
新
人
衛
生
士
も
２
人
加

わ
り
ま
し
た
。

　

医
院
の
特
徴
と
し
て
は
個

別
送
迎
、
訪
問
診
療
、
病
棟

の
口
腔
ケ
ア
、
病
院
と
の
連

携
、
Ｃ
Ｔ
導
入
等
で
す
。

　

個
別
送
迎
で
は
お
家
ま
で

送
迎
車
が
伺
い
診
療
室
に
て

治
療
が
受
け
ら
れ
、
訪
問
診

療
で
は
在
宅
に
い
な
が
ら
診

療
室
と
同
じ
よ
う
な
治
療
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

病
棟
の
口
腔
ケ
ア
に
も
衛

生
士
が
訪
問
し
必
要
な
方
が

い
れ
ば
治
療
へ
繋
げ
て
い
ま

す
。

　

当
病
院（
高
崎
中
央
病
院
）

に
受
診
し
て
い
る
方
が
多
い

の
で
、
何
か
あ
っ
た
際
は
す

ぐ
に
連
携
を
と
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
過
去
に
は
受
付
し

た
患
者
様
の
様
子
が
普
段
と

違
う
、
何
か
お
か
し
い
と
気

づ
い
た
ス
タ
ッ
フ
が
病
院
へ

連
れ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
脳
梗

塞
を
起
こ
し
て
い
た
と
い
う

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
歯
科
用
Ｃ
Ｔ

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
３
次

元
的
に
撮
れ
る
エ
ッ
ク
ス
線

装
置
で
、
一
般
的
な
エ
ッ
ク

ス
線
写
真
で
は
見
え
な
か
っ

た
方
向
か
ら
も
見
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
よ
り
正
確
な

診
断
、
安
全
な
処
置
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
受
け
入
れ
て
い

る
研
修
医
の
割
田
先
生
は
高

崎
出
身
、
新
潟
大
学
で
６
年

間
学
び
半
年
間
研
修
医
と
し

て
一
緒
に
働
き
ま
す
。
笑
顔

が
と
て
も
素
敵
な
先
生
で

す
。

　

受
診
の
予
約
が
取
り
ず
ら

く
患
者
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
が
、
紹
介

に
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
患

者
様
が
と
て
も
多
く
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の

お
口
の
健
康
を
保
て
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア

が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
委
員
へ

お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　
「
新
入
園
応
援

グ
ッ
ズ
は
ま
だ
必

要
で
す
か
」
と
お

問
合
せ
を
頂
き
ま

し
た
。
洗
い
替
え

や
、
来
年
度
に
供

え
て
継
続
し
た
活

動
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

歯科待合室

は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

口
の
健
康
を
守
る

口
の
健
康
を
守
る

高
崎
中
央
病
院
Ｈ
Ｐ
Ｈ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

絵
本
を
送
ろ
う
！

作業する職員のみなさん

並べられた数々の絵本
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高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00 ～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

高齢者あんしん
センター通町

℡ （０２７）３２２‐２０１１

介護センター
ほほえみの杜

℡ （０２７）３９５‐８８７１

在宅福祉総合センター
ほほえみ

℡ （０２７）３３０‐６０３０

高齢者住宅虹の家
℡ （０２７）３９５‐８８０１

看護小規模多機能
つむぎ

℡ （０２７）３５３‐２７００

℡（027）322－6534㈹

℡（027）388－0022

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

※受付は10時45分までとなっています。
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

３
人
で
班
会
を
開
い
て
い

ま
す
。

　

高
南
支
部
は
、
６
月
９
日

に
支
部
総
会
を
開
催
し
、
15

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
の
活
動
報

　

猛
暑
と
な
っ
た
６
月
26

日
、
え
ん
が
お
た
ま
む
ら
の

初
め
て
の
企
画
「
お
散
歩
プ

チ
マ
ル
シ
ェ
」
を
行
い
ま
し

　

片
岡
・
八
千
代
支
部
で
は
、

６
月
22
日
に
コ
ロ
ナ
過
で
我

慢
し
て
い
た
２
年
ぶ
り
の

みんなで読み合わせ

大盛況となったミニバザー
骨密度測定

サクランボ狩り
　

毎
月
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
血

圧
測
定
後
、
お
話
し
た
り
、

告
、
会
計
報
告
と
２
０
２
２

年
度
の
活
動
予
定
（
案
）、

理
事
・
総
代
・
支
部
役
員
の

承
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

た
。

　

し
お
こ
ぶ
フ
ァ
ー
ム
か
ら

珍
し
い
野
菜
販
売
、
会
場
の

佐
藤
宅
で
は
多
肉
植
物
の
寄

「
お
出
か
け
班
会
」、
高
崎
市

鼻
高
町
に
あ
る
希
望
の
丘
農

園
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
午

「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

ちょっと一言ちょっと一言

トマトと卵の炒め物
●材　料（２人分）
・�トマト………… １個（200ｇ）
・�塩……………１つまみ（1.0ｇ）
・�卵……………………………３個
・�サラダ油………………大さじ２
・�あらびき黒こしょう………少々

●作り方
①トマトは角切りにする。
　卵は割ほぐす。
②�フライパンに油を熱し、トマト
を入れる。
　�塩をふり、トマトが煮崩れるま
で中火でいためる。
③�とき卵を加えて、トマトにから
めながらいためる。
　器に盛り、こしょうをふる。

　トマトには、旨味成分のグルタミン酸が豊富に含まれています。トマ
トを炒めるときに一つまみの塩を入れるのがポイント。甘味と酸味が凝
縮し、シンプルな味わいでご飯にかけて食べてもおいしいです。減塩効果、
抜群です !!	 　　　　	（高崎中央病院栄養科　調理師　福井　　守）

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

す
こ
し
お

　

レ
シ
ピ

〈１人分の栄養価〉
　256ｋcal.　塩分0.8ｇ

心
の
健
康
が
一
番

高
南
支
部
総
会

ご
近
所
デ
ビ
ュ
ー

２
年
ぶ
り
の
お
出
か
け

６
月
の
活
動

中
居
第
二
支
部
・
沙し

ゃ
ら羅

の
樹き

班

高
南
支
部

え
ん
が
お
た
ま
む
ら

片
岡
・
八
千
代
支
部

各
自
の
情
報
を
共
有

し
た
り
し
て
楽
し
く

班
会
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
月
は
、

憲
法
学
習
資
料
「
軍

事
力
で
な
く
憲
法

を
」
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
読
み
合
わ
せ

を
し
ま
し
た
。
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
い

で
す
が
、
心
の
健
康

を
第
一
に
い
つ
も

笑
っ
て
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
内

で
は
支
部
の
組

合
員
に
よ
る
作

品
展
示
や
野
菜

や
花
苗
な
ど
の

ミ
ニ
バ
ザ
ー

も
あ
り
。
集

ま
っ
た
１
７
，

９
０
１
円
の
売

上
金
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
道
支

援
金
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

せ
植
え
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
そ
し

て
骨
密
度
測
定
で

す
。
ひ
と
月
前

か
ら
庭
に
ポ
ス

タ
ー
、
歩
い
て
来

れ
る
近
所
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
16

人
、
子
育
て
を
一

緒
に
し
た
ご
近
所

さ
ん
が
ほ
と
ん
ど

で
、
昔
話
に
も
花

が
咲
き
ま
し
た
。

前
10
時
到
着
す
る
と
、

早
速
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

で
す
。

　

取
り
立
て
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
味
は
格
別
で
、

お
お
き
く
膨
ら
ん
だ
複

数
の
種
類
の
サ
ク
ラ
ン

ボ
を
口
に
入
れ
舌
鼓
を

打
つ
と
、
思
わ
す
「
幸

せ
！
」
と
い
う
声
が
あ

ち
こ
ち
で
聞
こ
え
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
い
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

―今年は現地での会場とオンラインの同時開催―

お詫びと訂正

　原水爆禁止2022年世界大会は、広島でのメイン会場とオンラインで
の同時開催となりました【ヒロシマデー：８月４日（木）～８月６日（土）、
ナガサキデ―：８月９日（火）】。今回もはるな生協からの代表派遣は
ありませんが、医療生協として「命の尊さと平和」を訴え、「武器より薬、
兵士より医療」を呼びかけ、原爆の悲惨さを発信していきます。

　６月号４面に掲載された、吉井支部の活動に、『映画「ひまわり」
鑑賞会』を行う事が掲載されましたが、著作権に触れるとの事で中
止としました。内容の確認をせず記事にしたことをお詫びし、今後、
同じ事が起こらない様に注意致します。�（はるな生協編集委員会）

社会保障委員会

お問い合わせ先：組合員活動部・野村まで�☎027（323）2762

原水爆禁止2022年世界大会について

原爆パネル展開催のお知らせ
期間：７月27日（水）～８月10日（水）
場所：�高崎中央病院・歯科診療所・通町診療所・組合員ふれあ

い会館の各待合室
※各箇所で数枚を展示します。


